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 学校配置案における学校数(案)の設定  

 
 学校配置案における学校数(案)は、以下のとおりとする。 

(   )は現在から減少する学校数

河辺地域ブロック

雄和地域ブロック

秋田市合計

　１校 (　△１校)

　１校 (　 － 　)

地域ブロック 小学校数 中学校数

中央地域ブロック

東部地域ブロック

西部地域ブロック

南部地域ブロック

北部地域ブロック

　１校

２７校

(　△３校)

(　△２校)

(　△２校)

(　△１校)

(　△４校)

(　△２校)

(　 － 　)

(△１４校) １６校 (　△７校)

　３校 (　 － 　)

　３校 (　△２校)

　２校 (　△２校)

　３校 (　 － 　)

　３校 (　△２校)

　６校

　５校

　３校

　５校

　６校

　１校

 

 

○学校数(案)の設定の考え方 
 

１ 地域ブロックごとの2040年の児童生徒数の推計を、望まし

い学級数である18学級に基づいて設定した学校配置素案の学

校数の範囲で割り、１校あたりの人数を算出する。 
 

２ 学級編制の現状を踏まえ、良好な教育環境として将来も確

保する必要があると考えられる１校あたりの児童生徒数を

小・中学校とも概ね400～550人程度とし、これに該当する学

校数をその地域ブロックの学校数(案)とする。 
 

３ なお、地域ブロックの学校数(案)は、将来の児童生徒数の

動向に柔軟に対応できるよう、その地域における上限の数と

する。 
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○小学校 （単位：人） ○中学校 （単位：人）

2018年 2018年

実数 人口ビ 中間値 社人研 実数 人口ビ 中間値 社人研

保戸野小 3,204 3,071 2,508 1,940 秋田南中 1,517 1,455 1,187 918

築山小 6 校 511.8 418.0 323.3 山王中 3 校 485.0 395.7 306.0

旭北小 5 校 614.2 501.6 388.0 泉中 2 校 727.5 593.5 459.0

中通小 4 校 767.8 627.0 485.0 秋田東中 1,454 1,397 1,139 879

旭南小 太平中 3 校 465.7 379.7 293.0

川尻小 下北手中 2 校 698.5 569.5 439.5

八橋小 城東中

泉小 桜中

寺内小 秋田西中 814 782 638 493

明徳小 2,869 2,751 2,245 1,739 豊岩中 2 校 391.0 319.0 246.5

旭川小 5 校 550.2 449.0 347.8 下浜中 1 校 782.0 638.0 493.0

広面小 4 校 687.8 561.3 434.8 勝平中

太平小 3 校 917.0 748.3 579.7 城南中 1,260 1,207 986 763

下北手小 御野場中 3 校 402.3 328.7 254.3

東小 御所野学院中 2 校 603.5 493.0 381.5

桜小 土崎中 1,593 1,528 1,248 966

日新小 1,628 1,567 1,277 983 外旭川中 3 校 509.3 416.0 322.0

勝平小 3 校 522.3 425.7 327.7 秋田北中 2 校 764.0 624.0 483.0

浜田小 2 校 783.5 638.5 491.5 将軍野中

豊岩小 飯島中

下浜小 岩見三内中 170 163 134 103

牛島小 2,608 2,500 2,042 1,581 河辺中 1 校 163.0 134.0 103.0

仁井田小 5 校 500.0 408.4 316.2 雄和中 96 92 76 59

四ツ小屋小 4 校 625.0 510.5 395.3 1 校 92.0 76.0 59.0

上北手小 3 校 833.3 680.7 527.0 6,904 6,624 5,408 4,181

大住小

御所野小

土崎小 3,100 2,973 2,427 1,878

港北小 6 校 495.5 404.5 313.0

土崎南小 5 校 594.6 485.4 375.6

高清水小 4 校 743.3 606.8 469.5

外旭川小

飯島小

下新城小

上新城小

金足西小

飯島南小

岩見三内小 301 292 238 182

河辺小 1 校 292.0 238.0 182.0

戸島小

雄和小 180 173 141 109

1 校 173.0 141.0 109.0

13,890 13,327 10,878 8,412

地域ブロック別の学校数の検討

　ア　下表の黄色部分は、地域ブロックごとの2018年の児童生徒数の実績および2040年の人口ビジョン目標
　　と社人研推計による推計値である。また、参考として中間値を記載する。

　ウ　小・中学校の学級編制の現状を踏まえ、良好な教育環境として将来も確保する必要があると考えられ
　　る１校あたりの児童生徒数を小・中学校とも概ね400～550人程度とし、これに該当する箇所（ピンク色
　　の部分）の学校数を、学校配置案における地域ブロックの学校数(案)（赤字で表示）とする。

地域 学校名
2040年　推計

地域 学校名

　エ　この学校数は、将来の児童生徒数の動向に柔軟に対応できるよう、その地域における上限とする。

2040年　推計

中央
地域

中央
地域

東部
地域

西部
地域

東部
地域 南部

地域

北部
地域西部

地域

河辺
地域

南部
地域

雄和
地域

北部
地域

河辺
地域

雄和
地域

　イ　この推計値を、望ましい学級数である18学級に基づいて学校配置素案で示した各地域の学校数の目安
　　（水色部分）で割り、１校あたりの人数を算出する。

　オ　河辺地域および雄和地域は、将来的に適正な規模を下回ることが予想されるが、地域の歴史的な経緯
　　や通学距離・時間の実情などを踏まえ、小・中学校ともそれぞれ１校ずつとする。
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〔参考〕学級数別の全校児童生徒数の状況

小学校

学級数
5/1現在の
状況(平均)

学 級 編 制
基準の上限

12学級 308 人 428 人 ←全学年２学級

13学級 386 人 452 人 ←６年のみ３学級

14学級 416 人 476 人 ←５・６年が３学級

15学級 -        500 人 ←４～６年が３学級

16学級 -        524 人 ←３～６年が３学級

17学級 486 人 550 人 ←２～６年が３学級

18学級 501 人 576 人 ←全学年３学級

中学校

学級数
5/1現在の
状況(平均)

学 級 編 制
基準の上限

12学級 -        360 人 ←全学年４学級

13学級 344 人 400 人 ←３年のみ５学級

14学級 -        440 人 ←２・３年が５学級

15学級 450 人 480 人 ←全学年５学級

16学級 466 人 518 人 ←３年のみ６学級

17学級 518 人 556 人 ←２・３年が６学級

18学級 -        594 人 ←全学年６学級
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